
優しい男性・戦う男性
ドイツの近代社会とジェンダー

神戸学院大学
2021 年度人文学会学術講演会

2021. 10.2│土│
オンライン開催（Zoom）
13:00 ～ 14:35

今では男性の涙は珍しくないし、女性は優しい男性が好きだ。
「男の子なら泣くな！」と言われた時代は、過去のものになりつつある。
男性像も女性像も歴史とともに変化する。
啓蒙時代の男性は涙を流し、家族のために多くの時間を割いた。
国民国家の世紀になると、戦う男らしさが称揚される。
本講演では、家族の変化、市民社会の形成、ナショナリズムの高揚に焦点を
当てながら、近代社会のジェンダー像を明らかにする。

1950 年生まれ。フランクフルト大学歴史学部修了課程、奈良女子大学大学院人間文化研究科博士
課程修了、現在、東京大学名誉教授。専攻はドイツ近現代史・ジェンダー史。
主な著作に、『統一ドイツと女たち―家族・労働・ネットワーク』（時事通信社）、『近代ドイツの
母性主義フェミニズム』（勁草書房）、『ジェンダー化する社会―労働とアイデンティティの日独比
較史』（岩波書店）、『ヨーロッパの家族史』（山川出版社）、『ローザ・ルクセンブルク―闘い抜い
たドイツの革命家』（山川出版社）、『歴史を読み替える　ジェンダーから見た世界史』（共編著、
大月書店）などがある。

講師 姫岡とし子氏 東京大学名誉教授

参加申込 講演会および研究会に参加希望の方は、件名を「人文学会　参加申込」とし、氏名、所属（本学の学
生の場合は学籍番号）を明記の上、下記のメールアドレス宛にお申込みください。
QRコードを読み取り、人文学会ホームページ内の問い合わせフォームから申し込むこともできます。

申込先：神戸学院大学人文学会
jinbungakkai@human.kobegakuin.ac.jp

申込期限：2021 年 9月 27 日（月）

同日開催 第 26回人文学会研究会
詳細はプログラムをご覧ください。


